
P

i

一一一ヾ～-__-ふム舶⊥-≠±土工ユニ二1-二十-一一r由一-L-.｣一･. ･一二一一i二⊥∴Tr/ご一一二-_'ノ二二一■~ ■こ=J　‥■一二~

;

･

I

‥

'

'

J

M

毒

.

一

･

,

･

I

･

･

I

･

1

･

-

･

.

-

l

l

F

l

-

V

.

1

.

･

･

･

･

-

･

･

-

l

I

･

1

･

J

･

･

･

･

 

-

･

､

､

･

1

r

7

I

.

A

-

.

p

･

･

　

1

-

.

･

-

.

-

･

J

∴

　

　

p

･

-

1

.

議
案
第
二
十
二
号

三
朝
町
文
化
財
傍
観
舜
例
の
制
定
に
つ
い
て

次
の
と
か
わ
三
朝
町
文
.
化
財
保
鮭
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
･
地
方
自
治
法
(
婿
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
集
貨
】
項
の
規
定
に
ェ
ゎ
､
本
議
会
の
議
決
を
梁
瀬
る
｡

昭
和
四
十
<
年
三
月
十
二
日

三

朝

町

長

　

　

坂

　

　

出

　

　

雅

　

　

己

･

昭
和
四
拾
八
年
巷
用
捨
九
日
原
索
可
決
　
　
　
〝

三
朝
町
畿
会
議
長
牧
田
惑
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三
朝
町
条
例
第

ノ

　

号

三

朝

町

文

化

財

保

護

条

例

第

　

一

　

葦

　

　

　

総

　

　

則

､

(
呂
的
)

第
一
条
　
と
の
条
例
は
'
文
化
財
保
護
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
盲
十
四
号
｡
以
下
｢
法
｣
と

.
㌔

S
う
｡
)
及
び
鳥
取
腺
文
此
財
保
護
類
例
(
昭
和
三
十
四
年
鳥
取
麻
条
例
窮
五
十
号
.
)
の
規
短

に
ょ
る
指
定
を
受
け
た
文
化
財
以
外
の
文
化
財
で
町
の
区
域
内
竺
仔
す
る
.
密
の
の
う
ち
､
町
に
と

っ
て
重
要
な
も
の
咋
っ
い
て
､
そ
の
保
存
及
び
清
用
の
た
め
必
賓
な
措
櫨
を
清
心
､
も
っ
て
町
民

の

文

花

的

向

上

に

糞

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

Q

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

/

(
定
轟
)

第
二
条
　
こ
の
条
例
で
｢
文
化
財
｣
と
蛙
､
法
璽
姦
竺
項
警
言
掲
げ
る
有
形
文
化
財
､
無
形

文
化
財
､
民
麻
資
料
及
び
記
念
物
を
い
う
｡

(

文

化

財

保

護

調

査

委

員

会

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-
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第
三
集
　
三
朝
町
教
育
委
虎
魚
(
以
下
T
･
教
育
警
芸
L
J
J
い
う
0
 
-
)
に
文
化
財
保
護
調
査
委
見
合

.
(
以
下
｢
調
査
要
員
会
｣
と
S
う
｡
)
を
置
く
｡

r
1
　
調
査
委
員
会
は
､
文
化
財
の
保
存
及
び
括
用
に
如
し
,
教
育
委
員
会
の
藤
間
に
華
え
､
又
は
教

育
委
負
会
に
意
見
を
鼻
申
し
及
び
こ
の
た
め
に
必
要
を
矧
盃
を
行
を
う
C

J
　
蛸
査
委
員
会
の
漕
貝
β
定
欲
は
､
六
人
以
内
と
し
､
そ
の
任
期
は
､
三
年
と
す
る
.
た
だ
し
,

補
丸
讐
芸
､
任
期
は
前
'
任
者
の
残
任
頻
間
と
す
る
｡

中
　
飛
査
委
員
会
の
苧
見
竺
学
識
経
験
･
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
教
育
委
兵
舎
が
委
嫡
又
は
任
命

一

す
る
0

㌔

第

　

二

　

軍

　

　

　

町

指

定

有

形

文

化

財

･

(
指
定
)

第
四
粂
　
教
育
姿
見
会
吐
､
所
有
者
及
び
権
原
-
･
つ
く
占
有
者
(
.
1
1
下
｢
所
有
者
等
｣
と
い
う
○
)
T
J

の
同
意
を
得
て
､
有
形
文
化
財
の
う
ち
町
に
'
と
っ
て
孟
馨
を
も
の
卓
二
朝
町
指
定
保
表
文
化
財
.
(

以
下
｢
町
指
定
保
護
文
化
財
｣
と
S
う
｡
)
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

p
B
　
前
項
の
規
定
に
ょ
る
指
定
は
､
そ
の
旨
霊
芸
す
る
と
と
も
に
当
款
町
指
定
保
辞
文
化
財
の
所
有

･ b,J

㌔
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者
等
忙
通
知
し
て
す
る
｡

E
b
　
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
､
教
育
/
委
員
会
は
､
当
疲
町
指
定
保
護
文
化
財
の

所
有
者
に
指
定
書
を
交
付
し
な
け
れ
招
な
ら
な
い
｡

{
解
除
)

第
五
条
､
町
指
定
保
護
文
化
財
が
町
指
定
保
護
文
化
財
と
し
て
の
価
億
を
臭
っ
た
七
を
そ
の
他
特
殊

の
理
由
が
生
じ
た
と
き
性
､
教
育
委
員
会
紘
へ
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
と
と
が
で
尊
る
O

J
　
町
指
定
保
静
文
化
財
に
つ
い
て
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
'
又
は
麻
指
定
保
韻
.

文
化
財
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
比
'
当
弦
町
指
定
文
化
財
の
指
定
は
解
除
音
れ
た
も
の
と
み
な
す
0

.
Y
T
.
前
項
の
場
合
に
は
､
教
育
委
兵
舎
は
'
そ
の
旨
を
告
示
す
る
と
と
も
に
へ
当
琴
町
指
定
保
護
文

J

■

化
財
の
所
有
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

ゲ
　
町
指
定
保
護
文
化
財
の
指
定
の
解
除
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
'
所
有
者
は
指
定
書
を
す
み
や

か
に
教
育
委
見
合
に
返
付
し
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

ヽ

(
管
理
の
方
法
の
指
示
)

第
六
条
　
教
育
委
見
合
は
'
･
町
指
定
保
韻
文
化
財
の
管
理
に
親
し
'
そ
の
所
有
者
忙
対
し
必
要
な
指



､

示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
所
有
者
の
管
理
義
務
及
び
管
理
費
任
者
)

第
七
条
町
指
定
保
-
化
財
の
管
理
及
び
修
理
i
j
,
こ
あ
条
例
並
び
-
れ
墓
づ
く
警
芸

会
規
則
及
び
教
育
委
員
会
の
華
郡
に
従
･
1
,
そ
の
誓
芸
が
行
な
う
も
の
と
す
る
｡

r
l
 
r
町
指
完
-
化
財
の
所
有
者
誓
特
別
の
事
情
が
-
と
き
t
f
,
も
っ
ぱ
ら
自
己
琵
少
,

つ

当
雷
指
定
保
養
文
化
財
の
管
理
.
の
黄
任
に
任
ず
べ
き
者
(
以
↑
｢
管
理
-
者
｣
と
筈
｡
)

を
選
佳
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

J
　
前
項
の
規
定
k
L
i
l
豊
理
費
佳
肴
-
任
し
た
と
き
竺
そ
の
旨
蓋
芸
蓋
怠
け
慧

け

れ

ば

を

ら

夜

い

｡

＼

菅
琴
葺
任
者
嘉
任
し
た
場
合
も
向
警
す
吾

(
商
有
者
の
変
虞
等
)

窮
八
乗
　
町
指
定
保
･
-
化
財
の
所
有
者
が
変
-
-
き
竺
新
所
有
者
は
,
指
定
書
を
添
え
て

す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
苧
芸
に
届
け
出
な
け
れ
ば
怒
ら
を
S
o

I

r
l
町
指
定
保
護
文
化
財
の
所
有
者
又
-
-
住
着
誓
そ
の
氏
名
纂
し
-
誓
蒜
文
芸
警

･

　

/

,

.

J

ヽ
､
-
I

㌔
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変
吏
し
た
と
き
は
'
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
警
貝
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
た
ら
な
S
o

(
威
失
又
は
き
損
等
)

第
九
粂
　
町
指
定
保
護
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
演
失
し
､
者
し
く
は
,
き
桟
し
､
又
は
こ
れ
を

㌔

亡
失
し
､
暮
し
-
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
は
､
所
有
者
(
管
理
茸
使
者
の
誉
完
暮
按
､
そ
の
者

)
は
'
す
み
や
か
た
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
夜
ら
を
S
o

∫

(
所
在
の
変
更
)

第
十
　
条
　
町
指
定
保
謹
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
賛
更
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
､
7
時
的
夜
所
在

r
の
場
所
の
変
更
の
場
合
を
除
き
所
有
者
(
管
理
雷
任
の
あ
る
場
合
は
､
そ
の
者
)
は
､
あ
ら
か
じ

め

そ

の

旨

を

教

育

委

畠

会

に

届

け

也

な

け

れ

ば

な

ら

を

い

o

　

　

　

　

　

　

　

メ

(
屠
理
又
は
修
理
の
補
助
)

第
十
嘉
､
町
指
定
保
盛
交
化
財
の
管
理
又
は
修
理
に
つ
き
轟
馨
の
ヤ
部
に
充
て
さ
せ
る
た
め
､
町

紘
嘗
款
所
有
者
陀
対
し
､
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
,
f
.
/
.
]
為
｡

r
1
　
前
項
の
補
助
金
を
交
付
す
る
場
合
に
は
､
教
育
章
魚
会
は
､
そ
の
補
助
の
条
件
と
し
て
管
理
又

は
侮
理
に
閑
し
必
要
を
事
項
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡



b

く芯
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(
管
理
､
修
理
又
は
復
旧
雌
関
す
る
勧
告
)

"

I

第
十
二
条
　
町
指
定
保
鐘
文
化
財
の
管
理
が
適
当
で
夜
i
た
め
当
紋
町
指
定
快
適
文
化
相
が
戒
失
し

ぎ
損
L
t
叉
喧
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
誓
教
育
苧
望
ハ
誓
所
有
者
又
-

は
管
理
賓
使
者
に
対
し
､
管
理
方
法
の
政
審
､
保
存
施
設
の
設
壇
'
一
そ
り
飽
管
理
推
関
し
必
衰
な

勧
告
を
す
る
.
こ
と
が
で
き
る
｡

(
塊
状
の
変
虞
の
朝
風
)

第
十
三
条
　
町
指
定
煤
塵
文
化
財
の
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
.
す
る
と
き
竺
教
育
誓
.
損
J
J
i
O
許
可
を

受
け
夜
け
`
れ
ば
な
ら
や
い
o
た
･
だ
し
､
教
育
誓
貝
会
規
別
の
定
め
る
範
囲
の
維
持
の
露
撃
写
る
場

合
は
へ
　
こ
の
限
り
で
孜
い
｡

J
　
教
育
委
員
会
は
､
前
項
の
許
可
を
与
え
る
場
合
に
か
い
て
､
そ
の
許
可
の
条
件
と
し
て
現
状
の

也

/

　

変

更

に

繭

し

必

要

を

指

示

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

/

.
Y
'
第
7
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
前
項
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
複
か
つ
た
と
き
誓
教
育
委
負
会

は
､
許
可
に
か
か
る
現
状
変
栗
の
停
止
を
命
じ
'
又
華
許
可
を
戦
わ
消
す
/
U
と
が
で
き
る
｡

(
修
理
の
届
出
等
)

＼

㌧
～

わ

J
J
(
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1

苧
望
′
町
稚
牢
謡
文
化
財
-
埋
し
よ
う
と
す
る
と
き
誓
所
有
者
d
,
あ
ら
か
じ
め
そ
の

冨
誓
言
会
に
属
-
-
れ
ば
改
′
ら
-
｡
た
だ
し
､
第
十
孟
竺
項
の
規
定
k
,
.
u
る

補
助
金
の
交
付
､
-
三
条
竺
項
の
規
定
-
る
勧
-
は
前
条
讐
項
の
規
定
誓
る
許
可

を
受
け
て
修
讐
k
I
行
う
萄
合
竺
こ
.
の
焼
身
で
夜
S
.

r
l
警
霊
芝
前
項
の
届
け
出
に
か
か
る
修
理
に
関
し
技
術
的
な
指
誓
助
言
を
与
え
る
と
と

が

で

き

る

｡

　

　

　

　

　

　

､

(
公
鞘
)

苧
五
条
教
育
委
星
空
町
指
定
保
-
化
財
の
所
有
者
-
し
這
期
周
蓋
っ
て
敦
霊

長
食
の
行
書
公
鞠
の
用
-
す
る
-
,
当
該
町
指
定
傑
-
化
財
-
掌
る
こ
と
嘉
告

す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

よ
.
数
芸
蓋
は
､
町
雷
漂
-
杏
,
補
助
金
-
付
し
た
町
指
定
保
要
化
財
の
所
有
者

■

陀
対
し
'
嘗
委
員
会
か
行
-
公
開
の
用
-
す
る
た
め
-
町
指
衰
保
警
化
財
を
富
す

る

こ

と

を

命

ず

る

と

と

が

で

き

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

L

r
b
竺
項
の
規
I
J
H
に
-
出
品
の
た
め
-
す
る
費
用
竺
予
第
-
-
で
そ
の
全
部
又
竺

>
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7
部
を
町
の
負
也
と
す
る
｡

(
嫡
査
)

苧
六
条
警
-
合
仕
-
が
-
と
認
め
る
と
き
は
､
町
指
定
保
-
化
財
の
所
有
者
又
は

管
理
責
任
者
に
対
し
､
当
-
指
定
文
化
財
の
現
状
又
は
修
理
の
状
況
-
き
報
告
芸
め
る
こ

と
が
で
㌻
る
｡

(
S
,
有
考
究
更
に
伴
う
権
利
轟
務
の
轟
讐

苧
七
条
町
指
-
-
化
財
の
所
有
者
が
変
-
た
と
き
竺
新
所
有
者
竺
当
雷
指
定
保

貰
化
財
に
鞘
L
t
こ
の
条
例
に
基
づ
等
す
る
警
-
会
の
-
文
は
命
令
指
示
そ
の
他
の

処
分
打
上
る
旧
所
有
者
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
｡

第

　

三

　

章

　

町

指

定

無

形

文

化

財

(
指
定
)

等
八
乗
敦
芸
-
誓
所
有
者
富
豪
を
-
､
無
形
文
化
財
の
-
町
に
三
て
芸
を

去
三
朝
町
指
霊
窒
化
財
(
以
↑
｢
町
指
定
無
形
文
化
財
｣
と
い
う
｡
)
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
る
｡

一
首
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了

チ

.
7
　
教
育
委
員
会
は
､
前
項
の
規
定
に
上
る
指
竜
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
､
当
鋲
町
指
定
無
形
文
化

～

財
の
保
持
者
を
暫
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
S
o

′

r
y
)
　
第
l
萌
の
規
定
終
上
る
指
定
は
'
そ
の
旨
を
曹
帝
す
る
と
と
も
に
当
該
町
指
定
無
形
文
化
財
の

ノ

保
持
者
と
し
て
盈
愛
し
ェ
タ
と
す
る
者
に
通
知
し
て
す
る
｡

(解除)　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

第
十
九
条
　
町
指
定
無
形
文
化
財
が
町
指
定
無
形
女
化
財
と
⊥
て
の
価
値
を
失
っ
た
と
き
そ
切
他
特

殊
の
理
由
が
生
じ
た
と
き
は
へ
　
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

J
　
町
指
定
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
国
の
重
賞
無
形
文
化
財
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
'
又
枚
県
指
定

無
形
文
化
財
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
f
町
指
定
無
形
文
化
財
の
指
定
は
解
除
t
v
れ
た
も
の
と
み

な
す
｡

T
Y
)
　
第
一
項
玖
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
解
除
は
'
そ
の
旨
を
告

/

示
す
る
と
と
も
に
'
当
款
町
掩
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
に
通
知
し
て
す
る
｡

■

8
　
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
r
保
持
者
の
誌
定
性
解
除
T
U
れ
た
も
の
J
J
L
､
.
保
持
者
の
す
べ
て

が
死
亡
し
た
と
き
は
.
t
町
指
定
無
形
文
化
財
の
指
乾
紘
解
除
さ
れ
た
も
め
と
す
る
o
こ
の
場
合
に

^
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吐
､
教
育
委
兵
舎
は
'
母
の
旨
を
告
哀
し
放
け
､
れ
ば
な
ら
が
S
.

(
保
持
者
9
氏
名
の
変
更
等
)

第
二
十
条
　
保
持
者
が
氏
名
肴
し
-
紘
任
所
を
栗
東
し
,
叉
は
死
亡
し
た
と
-
で
の
他
の
雷
が
生

じ
た
と
き
誓
保
持
者
又
は
相
続
人
は
､
す
み
や
か
托
そ
の
旨
}
表
替
誓
芸
に
届
け
出
を
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡

(
保
存
)
･

第
二
十
妄
　
教
育
要
員
会
誓
町
指
.
定
無
形
文
化
財
の
保
存
.
･
Q
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
′
る
と
き

竺
町
指
定
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
､
自
ら
記
食
の
作
成
､
伝
凍
者
の
衰
成
そ
の
他
そ
の
保
雷

i

た
め
適
当
を
鍔
撃
ど
行
な
S
r
又
は
保
持
者
そ
の
他
保
存
に
当
凍
る
こ
と
を
適
当
■
と
認
め
る
者
に

対
し
､
そ
の
保
存
に
賓
す
る
経
費
の
山
部
を
予
算
の
範
軸
内
で
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(

公

開

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

空
手
二
条
】
　
教
育
要
員
会
推
､
町
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
陀
対
し
町
指
t
J
蒜
形
女
化
財
の
公

開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
保
有
に
鯛
す
る
助
菅
又
は
勧
告
)

空
手
三
条
　
教
育
委
員
金
は
､
町
嶺
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
そ
の
他
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
鴻

･･JFJ
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一

1

｢

.

I

.

■

1

.

.

I

●

■

-

当
と
認
め
る
者
に
対
L
r
,
そ
の
保
存
の
た
め
必
賓
を
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第

､

四

　

章

　

　

町

指

定

民

俗

資

料

ヾ

～

(
指
定
)

空
T
+
四
角
　
故
背
委
員
会
竺
所
持
者
等
の
同
意
を
祷
て
'
有
形
の
民
俗
資
料
の
う
ち
町
に
と
っ

て
蓋
費
な
も
の
空
二
報
町
指
定
民
俗
資
料
(
以
下
｢
町
婚
短
民
俗
資
料
｣
と
S
う
｡
)
に
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
解
除
)

第
二
十
五
巣
　
町
指
定
民
俗
資
料
か
町
指
定
民
俗
資
料
と
し
て
の
蘭
値
を
失
っ
た
と
き
､
そ
の
他
特

殊
の
理
由
が
生
じ
た
と
尊
は
､
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

J
　
亘
指
定
民
俗
資
料
に
つ
い
て
撃
の
窒
嚢
民
俗
資
料
の
指
宏
が
あ
っ
た
と
き
'
又
吐
膿
指
穏
民
俗

資
料
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
､
町
指
定
民
俗
資
料
の
指
定
は
間
藤
奄
れ
た
も
の
と
み
な
す
｡

(
塊
状
の
変
虞
)

撃
一
十
大
衆
　
町
指
定
民
俗
資
料
の
現
状
を
凌
威
し
'
よ
r
う
阜
す
る
者
は
'
あ
ら
か
じ
心
そ
の
旨
を
'
教

育
委
農
虫
に
届
け
出
を
け
れ
ば
な
ら
夜
や
｡
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r

1
!
.
T
　
　
　
,

r
1
　
町
指
定
民
俗
資
料
の
保
護
上
必
賓
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
､
教
育
委
負
会
は
'
前
項
の
届
け

出
陀
か
か
る
塊
状
変
史
に
関
し
必
要
夜
指
示
を
す
る
と
と
が
で
巷
る
o

(
妃
嫁
の
作
成
等
)

窮
二
十
七
粂
　
教
育
委
員
会
は
､
礁
杉
の
民
俗
資
料
の
う
ち
帝
に
必
繋
が
あ
る
も
の
を
選
択
し
て
'

自
ら
そ
の
記
蝉
を
作
成
し
､
保
有
し
､
若
し
く
は
公
摘
し
､
又
は
､
過
当
夜
着
陀
対
し
､
当
該
民
鰭

資
料
の
公
幽
着
し
く
は
､
そ
の
記
涼
の
作
成
､
保
存
著
し
-
は
公
紬
に
貿
す
る
蛙
崇
の
]
部
を
､

予
算
の
範
軸
内
で
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

窮

　

五

　

輩

町
指
定
足
跡
名
勝
天
然
記
念
物

(
指
定
)

爵
二
十
<
条
　
教
育
委
員
会
姓
､
所
有
者
等
の
同
意
を
樽
て
､
記
念
物
の
･
h
ち
町
に
と
っ
て
蓋
賓
を

も
の
空
l
諒
町
指
定
史
跡
三
朝
町
指
定
名
勝
又
些
二
朝
町
指
定
天
俄
記
念
物
(
以
下
｢
町
指
定
史

r.

跡
名
勝
天
然
畝
念
痴
｣
と
総
称
す
る
｡
)
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
解
除
)

窮
二
十
九
条
　
町
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
の
価
値
菅
朱
や
た
と
き
そ
の
他
帝
殊
の
事
由
が
生

∴
｣
.

､)

㌔

I

･

L

　

-

I

,

J

I

･

●

‥

･

-

　

　

　

　

　

　

　

_

.

.

A

 

I

+

J

J

L
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J

ヽ

=

T

 

L

-

_

-
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一･ ＼う~

⊥､

二

′
了
.､

二

じ

た

+

)

尊

は

'

教

育

委

貴

会

誓

そ

の

指

恵

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

｡

　

　

　

　

′

r
1
　
町
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
-
1
･
t
J
屋
の
史
跡
名
廓
天
然
記
念
物
の
指
定
が
雪
た
と
き
,

又
は
､
県
の
指
定
史
跡
名
勝
天
然
寵
念
物
の
兼
定
が
あ
っ
た
と
き
は
,
町
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記

念
物
の
指
定
は
､
解
除
さ
れ
た
も
め
と
み
覆
す
｡

(
土
地
の
所
有
嶺
の
異
動
の
屠
出
)

警
手
栄
　
町
指
定
便
嘩
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
の
地
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
･
,
そ
の
土
地
の
所

在
'
地
番
､
地
目
又
は
地
碑
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
一
1
所
有
者
誓
す
み
や
か
に
そ
d
旨
を
教

∫

育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
を
S
｡

■

(
現
状
の
変
更
等
の
働
#
)

警
手
妄
　
町
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
を
変
更
し
､
叉
は
そ
の
保
存
に
影
礎
を
及
ぼ

す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
S
｡
た
だ
し
､

現
状
変
更
に
つ
い
て
は
教
育
最
長
会
規
則
･
g
定
め
る
範
折
｡
纏
狩
の
滞
警
写
る
警
口
又
は
保
存
丁

に
影
噂
を
及
ぼ
す
行
為
竺
等
は
影
饗
の
威
儀
で
あ
る
場
合
は
､
こ
の
通
わ
で
夜
S
･

第

　

六

､

章

　

　

補

　

　

則

第
三
十
二
条
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
幽
し
必
賓
な
事
項
聖
教
潜
警
貝
会
規
知
で
定
め
る
｡

′

l

,

l

l
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附

　

　

射

　

ノ

､

こ
の
条
例
は
'
昭
和
四
十
<
年
四
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
.

)


